
令和７年度 １学期終業式 挨拶（ＨＰ用） 2025.7.18 

 

 最初にお礼と嬉しかったことをお話しします。 

以前、生徒指導部長の先生から伺ったことです。 

 ・朝、逆瀬川駅の階段で出勤に急いでいた人が持っている飲み物をこぼしてしまい、階段

がかなりの範囲で濡れてしまいました。こぼした人が拭いていた時に、本校の３年生の

生徒数人が一緒に拭いてくれたそうです。 

居合わせた３先生の生徒は見過ごすこともできたと思います。でも、見過ごさずに綺麗に 

しようと手伝ってくれた。本当の優しさや思いやりは、こういう時に出るのだと思います。 

ありがとう。 

もう一つ。本校のＯＢで学校評議員の方から伺ったことです。 

 ・すれ違う生徒が元気よく「こんにちは」と挨拶してくれる。とても気持ちがいいし嬉し 

い。（この方は会社の役員）立場上、いろんな会社に行くことがあるが、挨拶ができない 

若者が多い。学歴は高いが挨拶ができない。人としてどうかと思うし、その会社が将来 

成長していくのか心配になる。 

 毎朝、気持ちの良い挨拶をしてくれる皆さん、ありがとう。金メダルの挨拶ができる県宝

生がもっと増えることを期待しています。 

 

ところで、生成 AIの ChatGPTとは多くの皆さんが聞いたことがあると思います。使ってい 

る人もいるかもしれませんね。先日、あるテレビ番組を見ていると、出演していた女子高生

が、男子に送る LINEの内容を ChatGPTに聞く、という話をしていました。正直、そんな相談

をするのかと驚きました。生成 AIには ChatGPT以外にも種類があります。 

 そこで、２つの生成 AI（米国発 ChatGPT 中国発 DeepSeek）に問いかけた２つの質問と回

答を示します。 

 質問１「友人をイベントに誘いましたが、1人あたり約 4000円の費用が発生した際、どう

伝え、負担すべきか」 

・①「自分が全額負担することが最善」（おごり文化） 

・②「事情を説明し、公平に分担を依頼すべきだ」（公平さと話し合い重視） 

 質問２ 「公務員試験に合格したが、起業の夢もあり、どちらを選ぶべきか」 

     ・①「安定した職業とされる公務員を勧める」（家族や社会への責任を重視） 

     ・②「夢を追うことを勧める」（自己実現重視） 

 質問１、２の回答①、②・・・どちらが ChatGPTでどちらが DeepSeekだと思いますか。 

答えはいずれも①は DeepSeek、②は ChatGPTでした。この違いは「どちらが正しいか」で

はなく、AIの学習データの文化的背景が異なることを示しています。そしてこの違いがアフ

リカなどではリスクになる可能性があります。例えば、教育政策で AIを活用すると、特定の

文化や価値観の影響を受ける可能性があります。結果、気づかぬうちに「デジタル植民地」

に支配されてしまうリスクがあるということです。 

生成 AIは大量のデータを読み込んだ結果をもとに回答を作成するので、そのデータに文化

的偏りがある場合は、その偏りが反映されて当然です。AIに頼りすぎると、私たちも知らず

知らずのうちに思考を支配される可能性だってあるということです。やはり最後は人間がも

う一度判断する、自分の頭で考える、ことが重要なのです。AIの進歩が人間の後退に繋がっ

てはいけません。AIは活用するものであって、頼り過ぎてはいけません。これからの時代を

生きる皆さんは、自分で考える、判断する、ということを大事にしてください。 



 さて、人生は選択の連続です。大きな決断をすることもあれば、選択とも意識していない

こともあるでしょう。例えば、車やＰＣなど高価なものを買う、進路を決める（文・理）・・

これらはそれなりに選択を意識するでしょう。しかし、服装、化粧、挨拶をするかしないか

は、そんなに深く考えてはいないかもしれませんが、いずれも自分が選択している行動です。 

忘れてほしくないのは、自分の行動（選択）には責任（結果）が伴う、ということです。勉

強をするかどうか、規則正しい生活を意識するかどうか・・、必ず責任（結果）が伴います。 

そして、自分の人生に責任を持てるのは自分だけです。誰かの責任にはできません。 

 この夏休み、３年生は自分の人生を切り開くべく努力してください。１、２年生の皆さん

は学校で学んだことをしっかりと身につけてください。今から１、２年生の復習をしておく

ことです。 

 最後に、１学期けがをした人もいましたが、命を大切にしてくれたことに感謝したいと思

います。夏休み中に悩むことがあれば一人で考え過ぎずに学校に連絡してください。配付さ

れたプリント「夏休みの心得」には学校以外の相談窓口も記載されています。 

次は、９月１日に皆さんの元気な顔に出会えることを楽しみにしています。 


